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令和 7 年度第 1 回江差町総合教育会議 議事録 

 

開催日時：令和 8 年 2 月 26 日 16 時 20 分～16 時 55 分 

開催場所：江差町役場庁舎 2 階第 2 会議室 

出 席 者：町長、教育長、教育委員 3 名 

欠 席 者：教育委員 1 名 

説 明 員：学校教育課長、社会教育課長、指導主事 3 名、学校教育課総務係長 

 

（学校教育課総務係長） 

それでは、引き続き令和 7 年度第 1 回江差町総合教育会議を始めさせていただきたいと

思います。規定に基づきまして、議長につきましては、町長の方で執り行うこととなって

おりますので、この後の議事進行をお任せしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（町長） 

皆さん、教育委員会の後の総合教育会議ということで開かせていただき、ご出席を賜り、

感謝申し上げます。比較的暖かくなってきたかなというふうに思ってこのまま春を迎えれ

ばいいなというふうに思っています。そういった中で、今週で 2 月が終わり 3 月に入って

いくと卒業式、また学校にとっては入学式という時期になっていくかなと思っています。

今ほど教育長と話していたのですけれども、もう少し早い時期にこの会議を開くべきでは

ないかというご意見もありますので、まだ次年度以降そういった点について勘案させてい

ただければなと思っています。 

年が明けてから学校の小学校中学校の生徒の皆さんと交流する場がいくつかありまし

た。まず 1 つはですね、江差中学校の皆さん、1 年生が江差町のガイドということで、自

分達で調べものをして町を歩いてガイドブックを作ってくれました。そのお披露目の説明

のときに中学校に行ってきたんですけれども、クイズ形式で 4 グループ、5 グループぐら

いに分かれた子どもたちが私とか教育長に質問して、どれだと思いますかということで、

手を挙げて全部正解したかったのですが、できなかったということで、まだまだ私も教育

長も文化について学ばなければいけないということを、生徒の発表を聞きながら感じまし

た。またこういうものを町の PR に積極的に使っていきたいですし、生徒の皆さんが江差

町を歩いて江差の魅力あるいは江差の文化歴史をもう一度考えてもらう、また認識してく

れる、そういったきっかけになったのではないかなということで、とてもいい取組だった

と思って帰ってきました。 

また、先週は江差北小学校の 6 年生が一人ずつ名刺を作ってきて、私、名刺交換をしま

した。自分達で作った名刺だということで、もうそういう時代だなと。役場職員の名刺よ

りとても面白いというか、工夫をして自分の好きな食べ物であったり、好きな場所であっ

たり、児童によっては名字がなくて、名字が分からないんですけども面白いなという。彼

らはですね、それぞれいろんな提案をしていただいて、意見交換をさせてもらって、まち

づくりについて私自身も子どもたちから学ぶところも多い機会であったと思っています。 

こういった地域の中で子どもたちが江差町の中で育っていく。そして、地域を考えてく

れる、そういう取組、学校教育中学校小学校あるいは教育委員会の皆さんも含めてですね、
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ご協力いただいている賜物だなというふうに感じています。人口減少で子どもの数は減っ

ていますけれども、子どもたち一人ひとりを大切にする、そういう教育であって欲しいな

というふうに思っています。そういった面では教育委員会、あるいは教育委員会事務局の

職員としっかり力を合わせて、教育行政を前に進めていかなければいけないと思っていま

す。 

本日は協議事項として江差町教育大綱について、皆さんとご協議をいただき、それを成

案して、また新たな教育大綱として走り出しをしていきたいというふうに考えております

ので、今日はその点について皆さんからご意見をいただきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

協議事項江差町教育大綱についてということで日程に入らせていただきます。前回が令

和 3 年 5 月に改訂、それを少し修正改訂するという形で使わせていただきたいということ

で、提案させていただきます。基本的には大きく方針を変えるということはせずに、不足

している、あるいは新たに考えなければならないところを加筆する形で改訂していきたい

と思っています。 

以前は教育大綱の方針のところは、「子どもたちを誰ひとり取り残さない教育行政を推

進する」というものでした。これに加えて、特に社会教育、生涯学習の部分で少し不足し

ているというようなご指摘をいただきましたので、学ぶ心を育むというところを加筆して、

「子どもたちを誰ひとり取り残さず、学ぶ心を育む教育行政を推進する」という方針に改

訂をさせていただきたいなと思います。 

先ほど国会中継を見ていたら、代表質問に答える高市総理大臣が子どもたちを誰ひとり

取り残さないという発言をしていてですね、いや私は令和 3 年からやっていると思ったと

ころでしたが、その下の取組の柱ということで、改訂はしませんけれど項目ごとに私の思

いを入れさせていただきました。ます 1 つ目は「子ども一人ひとりに、目が行き届き温か

い教育を提供する町」ということですね。少子化の中でも、子どもたちを地域全体、ある

いは保護者・学校に限らず地域全体で見守るような、そして温かく育っていける環境を作

っていきたいなというふうに思っています。そういった中では、エコーの 2 階は子どもた

ちに開放して、学校・家庭以外の場所を作るということが私は大事かなと。都市部に行け

ば、例えば少し遊びに行って子どもたちが集まる場所があるんですけど、なかなかこうい

う地域だと家と学校以外にそういった居場所ができていないのではないかというところ

で、エコーの 2 階というところ開放して使用してもらっています。そういったところをで

すね地域の中で子どもたちを温かく見守って成長につなげていけるようなものにしてい

きたいと思っています。 

2 点目、「多様性の社会を尊重する力を育む町」ということです。特にトランプ政権にな

って、非常に排他的な国際情勢になっていると私自身は感じています。ただその一方で、

それに加えて〇〇ファーストという言葉が非常に盛んに使われる。日本人ファーストであ

ったり都民ファーストの会という政党もありますけれども、私はいろんな違いがある中で

何が一番大事なのかということではなくて、やはり他者を受け入れていく、違う自分とは

違う人たちをどうやって理解をし調整をしていくのかということが、子どもたちにとって

必要だと感じています。そういった今の国際情勢あるいは国の方向、何か私自身は間違っ

ている方向に向かっているのではないかという危惧を強く持っています。そのためにもで
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すね、自分とは違うということを知るためには自分自身をしっかり認識しなければいけな

い。人との違いということでは、自分自身がどういう存在なのか、どういう位置にいるの

かということをしっかり認識した上で、他者との違いを認めて受け入れ一緒に生きていく、

そういうような考え方を子どもたちには身につけて欲しいと思っています。例えば障害が

あったりなかったり、あるいは国籍が違ったり、言語が違ったり、文化宗教が違ったり、

そういう違いをきちんと受け止められる子どもたちであってほしいなということでこの

項目を掲げさせていただいています。 

3 点目、「自己肯定感を高め、自己決定のできる力を育む町」ということです。子どもた

ちが自分自身の生きる道をしっかり考えて、それを自分自身で決めていくというようなや

り方とか、いろんなことを学びながら、自分自身がどうあるべきかということをしっかり

考えて、自分で決められるような大人になってほしいなというふうに思っています。責任

という言葉と、自由という言葉が、私は強く意識しなければいけないのかなと思いますけ

れども、そういったものを判断できる能力を子どもたちには付けていって欲しいと思って

います。 

次からは生涯学習の部分で、「生涯を通じて学び続けられる心身を育む町」ということ

で、赤字の部分が付け加えた部分で、年代や体力に応じた様々な運動を通じて健康増進を

図ろうというところでございます。 

もう 1 つ赤字で新たな柱として、「ふるさとの魅力を継承する人を育む町」ということ

で、ふるさとの魅力を理解し後世へと引き継ぐ人を育てますということで、まさに先ほど

子どもたちが町のパンフレットを作ったり、自分達の町を歩いて町の魅力が何なのか課題

が何なのかということを考えていただいたり、そういうことを子どもたちがしていました。

ただ子どもたちに限らずどんな年代の人達にとっても、そういったところが故郷に目がい

くそして思いを寄せていただく、そういった郷土醸成を町全体で進めていきたいなという

ことで、今回はこの 5 つの柱に基づいて教育大綱として新たに次のステップに向かって行

きたいと思っています。 

なかなかですね教育の分野、一朝一夕に成果が出るものではないというふうに思ってい

ます。粘り強く、そしてまた、一歩ずつ着実に前へ進むということが私は大事だと思って

います。そういった意味ではめまぐるしく国の政策や北海道の政策、社会情勢が変わる中

でも、しっかり子どもたち一人ひとりに向き合い、そしてどんな年代になっても学ぶとこ

ろを真摯に育む町を皆さんとともに作っていく、そういった考えを持っていきたいなとい

うふうに思っています。 

私の考えは以上でございまして、そして皆さんから教育大綱の改定に向けて、何かご意

見とか、日々感じておられる思いなどがあればお聞かせいただきたいということで、この

後は意見交換をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

何か皆さんが感じていることや思っていることがあれば教えていただければと思いま

すが。 

 

（教育長） 

教育委員の皆さんはもちろんですが、指導主事の先生方も、普段町長と直接話すことは

ないと思いますので、いろいろと発言いただければと思います。 
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（指導主事） 

はい。よろしくお願いします。先日ですね町長が冒頭挨拶にご挨拶があった北小の校長

をやっていたものですから、その繋がりで僕も参加させてもらったんですが、その後、担

任の先生と対話するときは、子どもたちの感想ですね、町長と対話をさせてもらって、僕

たちの意見も丁寧に拾い上げて答えていただいたっていうことで、本当に感動していたん

ですよね。だから、大切にされたという意識をすごく持っていたという、まさしく最初に

挨拶にあったような子ども一人ひとりを大切にするという部分で。僕たちも子どもたちの

様子を見て、その後子どもたちがこういうことも言っていいんだってすごく自信を持った

んですよね。自分達でこういうこともできるかもしれないということが、次の学びの原動

力になっているというふうに担任の先生が聞いたんですよね。だから、何かお尻を叩いて

はい頑張れ頑張れって言うよりも、子どもたちってやっぱり一人ひとりを大切にすること

で、それがエネルギーになって次のことになるんだなっていうことを改めて今回学ばせて

もらいました。最初の取組の柱の、一人ひとりに目が行き届いて温かい教育を提供する町

というのはとても大切だなと、その後の下にもずっと続いてくるんだなっていうふうに思

いました。意見というか、感想というか、子どもたちの様子をちょっとお伝えさせてもら

いました。ありがとうございました。 

 

（町長） 

ありがとうございます。本当に、この立場をやらせていただいて、例えば小学校の遊具

を導入するときに子どもたちの意見を聞いて決めていただきました。そのときに私自身も

学んでですね、南小は児童の投票で決めましたけれども、北小は児童会が小さい子どもが

使うことも考えて児童会で決めたというところで、これは本当に直接民主主義か間接民主

主義かの違いで、民主主義を学ぶ一つだったとも私は感じています。例えば、議会は間接

民主主義で住民の代表代弁者として議会で多数決、片や南小はそれを全校児童の一人 1 票

による投票で決める、中には投票しないという子がいたと聞いています。その投票しない

理由は今ある遊具を撤去して欲しくないから、どれにも投票しないと言った子がいるとい

うことはですね、すごくしっかり考えて、どれに投票するしないだけじゃなくて投票しな

いという選択をしたというのは、その子がいろいろ考えた結果のことだなということで、

それが主権者教育という、何か硬い言葉になってしまうんですけれども、そういったこと

を学ぶ機会にもなったのではないかなということで、むしろ子どもたちから私も学ぶこと

があったなというふうに感じていてですね、そういった民主主義の中では投票権、選挙権

は 18 歳からですから子どもたちにはありませんけれども、やはり町政にしっかり自分達

の意見が届くということを感じてもらえるような町というのも、同時に私は実現していき

たいと思っていて、指導主事から出た北小の子どもたちとのそういった意見交換というの

は非常に私にとっても有意義でしたし、むしろそう実行できるようなら実行していかなく

てはという思いになりました。そういう機会を与えてくれた学校の皆さんには感謝をして

いるところなので、今後そういったことがあれば積極的に子どもたちと意見交換したいと

思っています。ご発言ありがとうございました。 

他に何か皆さんが感じることがあれば教えていただければと思います。感想でもいいし、
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全然違う話でも普段感じていることを話していただければと思います。教育大綱というの

は本当に幅広く教育行政についての町の方針を集めるものですので、これにない直接リン

クしないところであってもですね、ぜひ皆さんの意見をお伺いしていきたいと思いますの

で、自由に発言いただければと思っております。はい、どうぞ。 

 

（教育委員） 

うちの子どもたちが先週の 3 連休でエコーに遊びに行ったんですけど、まず土曜日は下

の子がクラスの子それぞれ集まって、それぞれ、何だろうわらしべ長者みたいに一人ずつ

と言われながら、楽しく遊びに行っていて、次の日は来られなかった子がいたのでその子

のためにもう 1 回行ったんですけれども、上の子がどうしてもクラスメイトや友達が見つ

からない。見つからないと行けないので二人で函館に行ったという経緯があって、でも昨

日やっと友達が見つかって一緒に行ってきたんですけど、やっぱり行ってみるとね、楽し

そうに江差小学校の子ども南が丘の子ども、本当に慣れたように遊んでいるので、いいこ

とだと思っています。ただ北小の子は見たことがないので、これは何かの機会があれば北

小の子も 2 階で遊んでもらえればいいかなと思っております。 

あとちょっと考えてみたのですが、1 から 5 ある中で、子ども一人ひとりがということ

で多様性と自己肯定感とか生涯を通じて体力に応じたとかあるんですけども、この 5 つ目

のふるさとの魅力を継承するっていうところが、なんとなく押しつけがましい感じがして、

本当にそれぞれの好きな江差があるのかなというのもあるし、あと言い方悪いですけどそ

のお祭りによって、結局のところ、子ども同士のカーストがあってそれが大人になっても

結局続いているのがあって、昔から僕たちの時代だと、なんかいけてる子たちはお祭り出

られるけどいけてない子たちは姥神さんのお金もらってお神輿さん担ぐとかね。そこの段

階で、いろいろ歴史によって、何か、上手く縛られているというところも否めない。この

町特有の良さでもあって悪さでもあるのかなっていうのは考えているので、ちょっとこれ

を見てそれを感じました。 

 

（町長） 

ありがとうございます。今 2 点についてお話いただきました。1 点目がエコー、2 点目

が赤字で一番下の考え方というところで、そうですね。押し付け感が少しあるのは違和感

がある。 

 

（教育委員） 

住んでいるものとして、それぞれの江差ってあるのかなっていうのは感じたんですよね。 

 

（町長） 

そうですね。いいところでもあり、そうでもない部分があるかもしれないというご指摘

だと思いますので、ちょっと表現も含めて、成案の前にこの表現でいいか、何て言うか主

的な表現できるようなものがあるのか、ちょっと考えさせていただければなと思います。

エコーの部分については北小の子どもたちのっていうのをご指摘されたかと思いますけ

ど、保護者の目線としてもっとこうあるべきだとかいうようなお考えがあれば。 
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（教育委員） 

保護者として見れば。どうだろう。危ないかなと。安全性。どこかで規制がいるのかな

と。いっぱい遊んでいるので、混雑緩和はあるかな。 

 

（町長） 

なるほど。その辺は建設する段階から担当だったのが今の学校教育課長なんですけども、

その時の考え方であまり決まりをたくさん作ると子どもたちが来なくなってしまう、本来

の役割がないのではないかと、なるべく子どもたちの自主性、自由度を高めた場所にすべ

きではないかという意見を聞いて、私はもっと決まり事をたくさん作って安全にしなくて

は駄目じゃないかと思ったんですけども、子どもたちのっていうところで何か当時のポイ

ントがあれば。 

 

（学校教育課長） 

そうですね、委員がおっしゃる通り、保護者目線で言うとあれするなこれするなと言い

たくなってしまうんですけど、最初からのコンセプトは自由度を高めるというところもあ

って、自由にレイアウトしたり自由に遊べるスタイルを維持したりするためには、やっぱ

り最低限の規制にとどめたい。危険回避する規制だけにとどめたいというところです。で、

その都度ですね、人がいるので声掛けをさせていただいて何か貼って何かするというので

はなく人の目で声掛けをして、子どもたちに浸透するように、自然にそういう動きになる

ようにということで来ているのですけど、保護者目線にするとその通りだと思います。た

だ、それをできるだけさせないようにとか、保護者にそういう思いをさせないようにこれ

までもして来ているので、そういうことは運用の中でうまいことやっていきたいというふ

うに思っていたんです、当時は。はい。 

 

（町長） 

学校サイドから何か要望とか受けていますか。 

 

（学校教育課長） 

私が来てから 1 回ありましたけど、それ以外は特に。 

 

（町長） 

1 回というのはどういった内容ですか。 

 

（学校教育課長） 

要は周りを走ったりするので、道路の車道に近いので危ないというようなのを江差小学

校で保護者から言われたっていうことがあって、それは私が口頭でまち課の方に伝えた、

それが本当に春先に 1 回あったぐらいで、あとは特にないです。 

 

 



7 
 

（町長） 

ありがとうございます。他に皆様から何かあれば。 

 

（教育委員） 

よろしいですか。 

 

（町長） 

どうぞ。 

 

（教育委員） 

前回の教育大綱と違って、町長がおっしゃったようにこの最後の 2 つが新たに社会教育

の部分も書き加えられていて、私はとても嬉しいと思っています。教育というのはもちろ

ん学校教育は子どもたちに対してありますけど、私達はずっと学び続けて生きていかなけ

ればならないという意味で、4 つ目と 5 つ目が入ったというのはとても素晴らしいことだ

と思っています。江差町の立ち位置は都会と田舎と言ったら割と田舎。そして新しいもの

が栄えてきているけども、古いもの、普遍的なものということですよね。古いものと新し

いものを見比べてみる、都会と田舎、そして江差町ならではのもの、江差町ならではと言

っても、先ほど委員から指摘ありましたけれども、一番最後が江差町ならではの部分では

ないかと思っています。 

そして 1 番 2 番は例えば子どもに照準を当てているとは思うんですけども、そういうの

を入れてこの 5 つの柱というのは、今回すごく素晴らしいものが出来たなと思っていま

す。すみません、感想ですけど。 

 

（町長） 

いえ、ありがとうございます。今、大綱についての発言だったのですけれども、付け加

えた部分があって良かったということがご趣旨だったと思います。江差町の立ち位置とい

うところを踏まえた上でということで、ご評価いただいたということでありがとうござい

ます。その他にご発言があれば。 

 

（指導主事） 

質問を 1 点、お願いします。教育の方針で後半を学ぶ心を育むという赤字が加わりまし

た。学ぶ心というのは、町長としてどういうイメージあるいはどういう意図があってこう

いう表現が追記されたのか教えていただきたい。 

 

（町長） 

はい、この部分はまさに社会教育、生涯学習の部分というところで、最初のこれまでの

ものでは「子どもたちの誰ひとり取り残さない教育行政を推進する」ということで、もう

子どもにしか目がいっていなかった部分をちょっと、もっと修飾語をつけてもいいのかな

と思ったんですけど、長くなればなるほど文書的になって良くないなと思ったので学ぶ心

を育むということで切ってしまったんですけども、大きくはその下の取組の柱の「生涯を
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通じて学び続けられる心身を育む町」というところを付け加えたということでございまし

た。 

 

（指導主事） 

はい、ありがとうございます。 

 

（町長） 

もっと何か修正した方がいいとか、こういうお考えがあれば。 

 

（指導主事） 

今の町長のご説明でそういうことなのだと僕は初めて理解したのですが、ただ文脈から

いくと、学ぶ心を育む、ここが生涯学習とかを全ての人を対象にした生涯学び続ける心、

態度を育むんだというのは、いまいちピンとこない感じで。どうしても子どもがまだ先頭

に言葉があるので、そこに何か関わっていく感じがあの指導主事レベルだと感じるもので

すから。 

 

（町長） 

単純にこの点の後に生涯を通じてと入れれば良いかと思うんですけど、くどいかなと思

いながら、でも分かりにくいというご指摘で、ちょっとそこを検討させていく、教育長、

変えることは可能ですか。 

 

（教育長） 

大丈夫です。 

 

（学校教育課長） 

大丈夫ですか。 

 

（教育長） 

そうですね、議会に対してなんですけども、議員に資料配布がありますので、そのタイ

ミングで修正かけるっていうことからしますと、大丈夫です。 

 

（町長） 

この文言がですね、3 月の議会で教育長の教育行政執行方針に出てくるので、ちょっと

修正の作業が必要になってくるかなっていうところで、ただやはり皆さんのご意見をいた

だいて修正すべきところは一生懸命すべきだというふうに私自身も感じていますので、生

涯を通じてを入れる。 

 

（教育委員） 

でも入れた方が分かりやすいような。私は分かりやすいと思うんですけど。 
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（町長） 

ありがとうございます。基本的には入れる方向で、教育長すみません。皆さん意見をし

っかりと。他に何か皆さん何か教育大綱について、それ以外の部分でもどうぞ。 

 

（指導主事） 

すみません、併せて同じようなところなんですけども、この生涯学習の視点を加えられ

たということで、実は先週かな、南が丘の老人クラブで町内巡りというのが、バスを使わ

せてもらって回って、郡役所でいろいろ説明を受けながら、刑務所があるとか留置場があ

るとか、そういうのも初めて見たんですよね。90 とか 80 の人達も、ずっと江差にいる人

達が初めて見たとものすごく喜んで、違う会議でもあったんですけど、江差に住んでいる

けどそういうところを見たことない人がたくさんいるんじゃないかということで、改めて

町民の方達に案内するっていうか、そういうのも生涯学習で必要なことなのかなというふ

うに思って。 

 

（教育委員） 

何でもありますよね、あそこ。 

 

（指導主事） 

いろいろあるんですよね。 

 

（教育委員） 

生協の前の江光デパートの包装紙の包み、ええって思って。実は 1 年事務員していたん

です。あの包装紙どこから出てきたのって、本当に。 

 

（指導主事） 

そういうのを見ていたら、いろんなものありますよと、そういうのもあるのかなと思う。

教育の部分に入るかなと思いながら今回見させてもらっていました。 

 

（町長） 

ありがとうございます。江差町は転勤者の多い町で、観光協会が中心となってやってい

るんですけども、5 月ぐらいに、来た方を観光名所を巡るというような取組もやっている

んですね。ただやはり町民に対してはなく新たに来た人に対してというような視点が強い

ので町民を対象とした、地域にあるそういった施設あるいは文化を、歴史をもう一度知っ

ていただく機会を作るっていうのは非常に大事かなというふうに、今聞いて感じたところ

です。数年前から江差町のそういった施設が町民の皆さん無料としているのでやりやすい

かなということと、1 つの課題は開陽丸について、まだ有料なので、そういった部分をど

うしていくのかということを、今休館中ですけれども道の駅に合わせて少し変えていく必

要があるのかなということも感じています。ちょっと開陽丸だけ取り残されてしまう。有

料だとなかなか足を踏み入れにくい。開陽丸も大事な町の文化歴史だというふうに思いま

すので、そういったときに町民の皆さんがどう学ぶというか知っていただくかということ
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は、工夫していかなければいけないなと感じています。ご発言ありがとうございます。そ

の他、何か皆さんからご発言はないでしょうか。 

 

（教育委員） 

はい。柱の 4 つ目の「生涯を通じて学び続けられる心身を育む町」ということで、先ほ

ど社会教育課長からシニアカレッジの卒業式の案内をいただいたんですけども、10 年で

したっけ。 

 

（社会教育課長） 

大学、一応 4 年間その後修士博士課程 3 年 3 年で 10 年間、とりあえずは大学院までの

通学っていう方もいます。今終わってから同窓生として一緒に活動されている方が多くい

ます。 

 

（教育委員） 

書道もすごいなと思って、皆さん出かけたところもありましたよね、何かお出かけの写

真も。 

 

（社会教育課長） 

はい。研修の。 

 

（教育委員） 

そういうのもいいなと思って、皆さんそういうところでいろいろここではできないこと、

課長に電子マネーを使って何かやってもらったとか。皆さん経験していいなと思いました。 

それと最後の、追加されるであろう「ふるさとの魅力を継承する人を育む町」っていう

ふうにありまして、先ほどもご指摘いただいたんですけども、江差のお祭りのときは、ち

ょっと私も、あの江差って言っても尾山なので、はっきり言って関係ないみたいな。うち

の子どもたちのときはもう町内じゃなきゃ駄目。いくら半纏着ていても引っ張っても、何

か子ども会じゃないでしょみたいな感じで見られておりました。今はもう何か本町とかど

こでもウェルカムみたいなところに知り合いとかも来たときには、半纏を借りてやってい

るので、お祭りはそれなりに楽しんで欲しいと思います。でもお祭りだけじゃないので、

江差の地域の歴史や文化に触れて、これからも継承というか身につけていきたいものがあ

ると思うので。 

 

（町長） 

ありがとうございます。今、大きく 2 点について柱の 4 番目と 5 番目の部分だったかな

というふうに思います。まずシニアカレッジの取組に対する評価をいただいたというとこ

ろですが、おっしゃる通り江差の歴史文化、お祭り、あるいは江差追分が中心のように語

られますけど、それだけじゃないと私は感じています。 

例えば日明地区には田沢鹿子舞があって、これを伝承しようということで地域の人たち

が一生懸命やっておられるという姿もありますし、文化ってそれだけではない食文化であ
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ったり、あるいは日常の風習であったりというところも、文化の 1 つかなと思って、例え

ば農家の女性部の皆さんが小学校にあるいは中学校に行って郷土料理を一緒に作ったり、

あるいは漁協女性部が親子に対する魚教室ということで、魚の捌き方をやって伝えていく、

これも大変立派な文化の継承だというふうに思っていて、文化というとお祭り追分ってい

うことを考えられがちなんですけど、それだけではない広い意味での文化というものを皆

さんとともに共有をして、次世代に繋げていく取組をしていきたいと考えているところで

ございますので、ご理解をいただきたいと思っています。ご発言ありがとうございます。 

他に何かご意見やお考えがあれば是非お聞かせいただきたいと思っています。いかがで

しょうか。よろしいでしょうか。 

はい。今いただいた教育大綱についてのご意見を踏まえた上で、まずは教育の方針のと

ころに、生涯を通じてというところを加筆する方向で調整をさせていただくということと、

5 番目の表現をもう少し工夫できないかということを検討させていただいて、これを成案

していきたいと思っています。ご意見ありがとうございました。 

いずれにいたしましても、教育というものが大変大事だと私自身も認識していますので、

教育委員の皆さんとはしっかり意見交換をしながら教育行政について推進していきたい

というふうに思っております。今後とも様々な場面でご協力いただければと。それでは協

議事項はこれまでということで、その他、何か皆さんからあれば。 

教育委員会事務局からは。ない。教育委員の皆さんからご発言があれば。よろしいでし

ょうか。 

皆さんからご発言いただいたこと、大変貴重なお話だったということで、しっかりそれ

を受け止めて、令和 8 年度に向けてもしっかり我々教育委員会と力を合わせて教育行政進

めていきたいと思います。 

本日は教育委員会の後の時間をいただいて総合教育会議ということで、ご出席を賜りあ

りがとうございました。また今後ともよろしくお願いいたします。お疲れ様でございます。 


